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  「我が家のルール」「小学校生活をもっと楽しくする為に」「基本的な生活の定着」など・・・
親として、どう子どもをしつけるか、どう関わるか、どう対応するか？親同士がプログラムの
テーマに沿って、ワークショップやグループ学習をしながら、自ら考え、他者の考えに気付き、
実生活に生かしていこうとする姿勢を促すものです。
  また、アイスブレイクやゲーム、話し合いを取り入れ、親同士のつながりと親のネットワークを
構築していくのが目的です。
  各学校、保育所、幼稚園のPTA懇談会や公民館の家庭教育学級、健全育成会の子育て
講座など、家庭の教育力の向上のために、活用できるプログラムです。

鈴鹿市ＰＴＡ連合会では、平成27年2月27日（土）三重県総合文化センターにおいて、三重県
PTA連合会が開催した本田　勝一郎氏による「ファミリープログラム体験研修会」を体験して
きました。
   研修会では初対面同士がグループを組みましたが、驚くほど楽しく早く仲良くなれました。
そして子育ての不安を共感し合うことで「同じことで悩んでいる人もいるんだ」と安心に変わり、
子どもと向き合う力がＵＰしました。

三重県でも広げようとしているこの『ファミリープログラム』
今年は色々な機会で触れるかもしれません。

  ５月９日（土）鈴鹿市ふれあいホールで開催された市Ｐ連総会は、沢山の方の参加を得て、
平成２７年度の事業計画と予算案が承認されました。
  今年度は小学校土曜授業の拡大、中学校給食の開始など、本市の教育環境に少なからず
変化が現れる年になります。
  市Ｐ連では、今後も各種情報の集約を行い、学校・幼稚園の単位ＰＴＡの相談役として機能
するよう、役員一丸となって取り組んで参ります。ＰＴＡの運営でお困りの際などは、お気軽に
お問い合わせ下さい。
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   平素は鈴鹿市PTA連合会の活動に対しまして、多大なるご理解とご協力を賜り、心より
御礼申し上げます。本年度会長を務めます松嶌　康博（まつしま やすひろ）です。一年間
 お世話なりますがよろしくお願いします。  
   近年、「つながり」について考えることが多々あります。ネットやSNS等によってバーチャ
ルでつながることが当たり前になっている昨今ですが、子どもを取り巻く環境を考えると、
やはりリアルに顔を合わせ、表情を見ながら言葉を交わすというコミュニケーションを通じて
つながりが生まれていくことが大切だと感じます。  
   また、このことは子どもに限ったことではありません。保護者が相互に顔を見合わせる
時間と場所。近年、そしてこれからのPTAの意義もここにあるのではないでしょうか。保護者

が顔を合わせ、子どもに関する会話をしたり意見交換をすることを通じて、保護者同士のつながりが生まれ、地域
のつながりが育まれていきます。
   つながりのない地域は、安心安全面に不安を感じることはもちろんですが、人の温かみも少なく感じてしまいます。
子どもが大人になり、振り返って思い出す故郷は温かみのあるものであって欲しいものです。鈴鹿市PTA連合会で

はそんな温かみのある地域作りの担い手である各地のPTAの皆様に、有益な場所と情報を提供をできればと考え

ております。何卒、ご理解とご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

   ４月２５日（土）ふれあいホールにおいて、「広報紙づくり講習会」を開催しました。中日新聞社の
山田 伝夫（つたお）さんを講師にお迎えし、前半は「記事の書き方」「編集」「レイアウト」「写真の
撮り方」など沢山のアドバイスを大変分かりやすく教えていただきました。後半には、「見出しの
付け方で、読む側の目を引く方法」をお題にクイズ形式で、クイズタイムが始まり出席された方々
はとても楽しく参加されていました。正解された方には、景品がプレゼントされるなど笑顔溢れる
講習会となりました。
   なお、例年通り平成２８年１月には『広報紙コンクール』を予定しております。多数のご応募
よろしくお願いします。

   子どもにとって大切な感情、想像力を豊かにさせてくれる身近であったかい絵本。

絵を見て想像して次のページを開くまでのワクワク感！

　いくつになっても心に残ると思います。

   国語に出てくる物語だったり、社会に出てくる環境問題だったり、授業では気付

かなかった事が絵本でもっと身近に感じれたりもします。

   また大人の方もお子さんと同じ様に新しい発見もあってとても心を育みますよ！

絵本がもっと身近に感じれる読み聞かせサークルなども小学校で行っている所も

ありますので是非、一度覗いてみて下さい。

調査広報部　副部長　　森　絵里


